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沖縄島・首里城と周辺地域の古井戸
角 田 清 美＊
はじめに
先報では，先島諸島の島々は降水量に恵まれているにもかかわらず，居
住に適した平坦地の地質が半固結の石灰岩であるため，生活用水を得るた
め工夫して井戸を設けていることを述べた（角田，２０１３）。
琉球諸島のほとんどの地域では，生活用水を安定して得るのは容易でな
く，長い間，天水に強く依存していた。具体的には，巨樹の胸高付近に縄
かめ
を巻き付け，葉や幹に降った雨水を根元に置いた甕に導水する，あるいは
ひさし とい おけ
屋根の庇に樋を設け，そこから甕や桶などに導水するなどであった。しか
しながら，天水を集めた水には汚濁物が混じり，あるいは水温も高く，水
質は短期間に悪くなり，ボウフラなどが発生しやすくなるため，安心して
利用することは出来なかった。
これに比べて，地層の間から湧出する地下水は水温が低く，また水質も
良いため，貯水しても簡単にはボウフラも発生しない。そのため，住民は
地下水が得られそうな場所に掘り抜き井戸（筒井戸）を設け，あるいは湧
あいかたづ きっこうみだれ つ
水地の周辺を合方積み（亀甲乱積みとも言う）１）の石垣で整備して使いや
むら が ー
すくして，村井戸として利用していた。
本報文では，琉球（沖縄）の政治の中心地であった，首里城と周辺地域
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図１ 首里城と周辺地域の古井戸
円内の数字は本報告の古井戸の位置。龍樋 寒水川樋川 末吉西ヌカー
末吉中ヌカー 末吉東ヌカー 宝口樋川 佐司笠御井 	安谷川 

松川樋川 寒川樋川 金城大樋川 崎山樋川 育徳泉 図内の細線は
等高線で１０間隔（数字の単位は）。砂模様は那覇層（琉球石灰岩）の分布範
囲（主として氏原・兼子（２００６）の資料による）。
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にある多くの古井戸の中で，一般的な形態の筒井戸ではなく，特異な形態
をしている古井戸を選び（図１），井戸付近の地形と地質，井戸の形態，
さらに古井戸にまつわる伝承などを記載した。
なお，本報文は，筆者の古井戸に関する一連の報告（角田，１９９３・１９９４
・１９９６a・１９９６b・１９９８・２００１a・２００１b・２００２a・２００２b・２０１３）に続く報告
である。
．首里城の地形と地質
首里城は標高１００～１３６で，東西方向に稜線を持つ丘陵地を利用して築
かれた，東西約４００，南北約２７０，面積約４６，０００２の山城である（図
２）。１４世紀頃，察度によって築城されたと伝えられるが，仲松（１９７８）は
ぐ す く ぐ す く
築城以前に首里森御嶽と真玉森御嶽があり，両御嶽を核として，館や役所
を二重三重に高い石垣で囲ったとしている。一方，那覇市教育委員会（１９８６）
は『琉球国由来記』には九御嶽，『琉球国旧記』には十御嶽が記録されて
いると述べているが，範囲については不明である。城としての原型は１５世
紀初期に完成し，現在の規模になったのは，１６世紀初頭から中期である（高
良，２００１）。
付近の地質は，主として泥岩からなる第三紀鮮新世の島尻層群に属する
豊見城層と，その上位に堆積する中期更新統の那覇層（半固結の琉球石灰
岩）である（氏家・兼子，２００６）。両層の不整合面は標高１１０～１２０付近
であるが，場所によりその高度は幾分異なり，標高１００以下の地区にお
いても，直径数から数１０の石灰岩岩体が各所に点在している。
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図２ 首里城内の古井戸
１．石灰岩堤 ２．上位段丘面 ３．中位段丘面 ４．段丘崖
５．一般丘陵斜面 ６．急崖および露岩 ７．湧泉 ８．城壁
９．建物  龍樋  寒水川樋川 図内の細線は等高線（単位：）。
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．首里城内の古井戸
ずいせんもん りゅうひ
１．瑞泉門前の龍樋
（１） 所在地
那覇市首里城公園内
りゅうひ しゅれいもん かんかいもん ずいせんもん
龍樋は，守礼門から歓会門を経て瑞泉門へ向う石段の右脇で，立派な
あいかたづ
合方積みの城壁の基部に位置している（図３）。
図３ 龍樋の形態
井戸の位置は図２を参照。A―Bは断面の位置。
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（２） 井戸の形態
下位の泥岩と上位の石灰岩の不整合面から湧き出る地下水を，幅約１．２
と すいせき
，高さ約０．５の小さな土手で堰き止め，そこから長さ約２．３の吐水石
りゅう ず
龍 頭で導水し，貯水槽へ注いでいる。貯水槽は一辺が約１．８の正方形で，
深さは約１．３である。満々と湛えられた水は清浄で，心が洗われる気分
にさせられる。
溢れ出る水は，瑞泉門へ向う石段の下にある排水溝へ流れ出ている。四
段の石段の下にある踊場は，奥行き０．７～１で，幅は約２と狭い。
（３） その他
たく し せ い り
吐水石龍頭は，高位であった沢岻盛里が慶賀使として中国へ渡った
際，１５２３年に持ち帰り，水吐口に取り付けたと伝えられる，龍樋から流れ
ずいせん さっぽう し
出る水は“瑞泉”と称され，王府時代，冊封使が滞在している間は，朝夕
ここから水を汲んで天子館に搬入し，使節の飲料に提供したと云う。龍樋
さっぽうし ち ひ
の周囲には，冊封七碑と称される七基の龍樋の碑が建てられている。
う え きもん す ん が ーひーじゃー
２．右掖門下の寒水川樋川
（１） 所在地
那覇市首里城公園内
す ん が ーひーじゃー きゅうけいもん う え きもん
寒水川樋川は，久慶門から右掖門へ向う階段の脇に位置し，龍樋と同
ひーじゃー
様，泥岩と琉球石灰岩の不整合面から湧出する地下水を集め，樋川から
出している（図４）。
（２） 井戸の形態
ひーじゃー
長さ約１の樋川から流れ出る水を溜める貯水槽は，幅約２．６，奥行
き約２．４，深さ約２．６の規模で，周囲はすべて石垣である。貯水槽の周
囲は幅０．５前後の平坦な場所で，幅約０．４の樋川が置かれている場所の
幅は約０．７である。樋川は比高約４の崖の基部に置かれ，崖の地質は
自然のままの琉球石灰岩である。貯水槽の前面に広がる踊場は石畳が敷か
沖縄島・首里城と周辺地域の古井戸 71
図４ 寒水川樋川の形態
井戸の位置は図２を参照。A―Bは断面の位置。
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れ，一辺は約４の広さとなっている。
（３） その他
龍樋や寒水川樋川などから流れ出た水は，城跡の北側で斜面を流れ下
りゅうたん ち えんかん ち
り，１４２５年に設けられた龍潭池や，１４９３年に造られた円艦池へ注いでい
る（図２）。なお，首里城内からは中国製陶磁器・須恵器・フェンサ上層
式土器，あるいは石斧などが採取されていると伝えられることから，これ
らの湧水地を中心とした一帯では，首里城が構築される以前から，人々が
集落を作って生活していたと考えられる。
．末吉宮跡南麓の古井戸
１．宮跡付近の地形と地質
あじゃがわ
末吉宮跡は，安謝川を挟んで首里城の北側に聳える丘陵上に位置する（図
１）。丘陵地は東西方向に延び，稜線は標高５０～１０７の高さである。丘陵
地の地質は，下部は主として泥層やシルト層からなる鮮新世の島尻層群（豊
見城層）で，その上位に更新世中期の那覇層（未固結の琉球石灰岩）が堆
積し，スカイラインを形成している（図５）。島尻層群と琉球石灰岩の境
界は比較的明瞭で，琉球石灰岩が急斜面を造っているのに対し，島尻層群
の分布範囲は相対的に穏やかな斜面である。石灰岩堤の下位には，数段の
段丘面状の平坦地が分布し，古井戸は段丘面の直下に位置している。
すえよしいり
２．末吉西ヌカー
（１） 所在地
那覇市首里末吉町二丁目１１７番地
急傾斜地（段丘崖）を奥行き約６，幅約６の平面形に掘り込んだ状
むら
態で，階段になっている通路とは，幅約１の石垣で隔てられている。村
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図５ 末吉宮跡南麓の地形
１．石灰岩堤 ２．一般丘陵斜面 ３．河川および橋
図内の細線は等高線（単位：）。
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が ー
井戸で，名称は集落の西側に位置することに由来すると云う。
（２） 井戸の形態
地下水は段丘崖下に穿たれた奥行き約１．５で，ヒョウタン型をした湧
泉から流れ出，湧水口の脇には香炉が置かれている（図６）。湧水の前に
図６ 末吉西ヌカーの形態
井戸の位置は図５を参照。A―Bは断面の位置。
民 家
貯
水
槽
洗
い
場
階
段
水
槽
Ａ
Ｂ
香
炉
Ｎ
Ａ Ｂ５
０
比
高

水 槽洗 い 場
０ ５ １０
水 平 距 離
沖縄島・首里城と周辺地域の古井戸 75
は，幅約６，奥行き１で，高さ１の石垣で囲まれた貯水槽があり，
コンクリート製の蓋で覆われている。
（３） その他
か ー
井戸の周囲は，合方積みの石垣となっている。湧泉内部も石組となって
いることから，井戸を構築するに先立って，まず段丘崖を大きく掘り崩し，
湧水箇所にヒョウタン型の石組を築いて湧泉を設けた。その後，曲線美が
美しい合方積みで段丘崖を覆い，その前に貯水槽や洗い場などを設置した
と考えられる。
那覇市教育委員会（１９８６）によると，１９８５年に調査が行われた頃，日湧
水量は２３．４３あったと云う。
すえよしなーか
３．末吉中ヌカー
（１） 所在地
那覇市首里末吉町二丁目１２４番地
すえよしいり
末吉西ヌカーから南東方向へ約５０離れた場所で，末吉西ヌカーと同様，
比高約５の段丘崖下に位置している。付近には琉球石灰岩が散在してい
ることから，段丘面の各所にも石灰岩層が堆積し，下位の難透水層となっ
ている豊見城層との不整合面から，地下水が湧出していると考えられる。
那覇市教育委員会（１９８６）によると，戦前から雨期以外は，湧水はなかっ
たようである。
（２） 井戸の形態
踊場より約１高い位置に，幅約１，天井の高さ約１，奥行き５～
６の横穴を穿った構造で，いわゆる横井戸である（図７）。湧出した地
下水を出口で滝のように落し，入口の一部には，長さ約２０の樋の一部が
残っている。井戸の一部には，深さ約１の排水溝が設けられ，湧水の脇
には香炉が置かれている。
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（３） その他
入口付近から約１．５奥付近までは，壁面全体が石組であることから，
この湧水も井戸を設置する前に段丘崖を削り崩し，合方積みの石垣で湧泉
を囲んだ後，表面の石垣を築いたと考えられる。現在，湧水は見られない
図７ 末吉中ヌカーの形態
井戸の位置は図５を参照。A―Bは断面の位置。
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が，長さ約２０の樋の前面には，桶などの容器を置くようなタタキ構造に
なっていることから，かつては大量の湧水があったと推定される。しかし
ながら，井戸の上方にあたる段丘面上に道路が建設されるなど，涵養地一
帯の土地利用が変わったため，地下水の湧出が途絶えたのであろう。
すえよしあがり
４．末吉東ヌカー
（１） 所在地
那覇市首里末吉町二丁目１１３番地
すえよしなーか
末吉中ヌカーから南東方向へ約７０離れた位置で，比高約５．５の段丘
崖下にある。段丘崖下は幅約１３と広いため，その一部を掘り崩して急崖
とし，その前面に井戸と踊場を設けている。上位の段丘面からは，幅１．５
むら が ー
～２の階段が続いている。村井戸で，名称は集落の東側に位置すること
に由来すると云う。
（２） 井戸の形態
地下部の湧泉は幅約０．４，天井の高さ約０．６，奥行き約１．５の規模
か ー
で，この井戸も内部は石組みである（図８）。入口にはコンクリート製の
貯水槽があり，屋根で覆われている。洗い場は最大幅約４，奥行き約７
の広さで，床は石畳，周囲は合方積みの石垣である。洗い場の右手側に
は拝所が設けられ，香炉が置かれている。
（３） その他
構造や洗い場の規模などから，この井戸もかつては豊富な湧水があった
ようである。この井戸でも湧水が涸れてしまったのは，涵養源となってい
た段丘面上の一帯が，道路の開通などの開発によって変化したためと考え
られる。
那覇市教育委員会（１９８６）によると，１９８５年に調査が行われた頃，日湧
水量は０．１３あったと云う。
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．首里丘陵北麓の古井戸
あじゃがわ
首里丘陵の北西麓は，安謝川によって形成された緩傾斜の谷壁で，標高
１００前後の段丘面をはじめとして，全部で七段の段丘面からなっている
（図９）。それぞれの段丘崖の比高は２～５であるが，段丘面の配列には
図８ 末吉東ヌカーの形態
井戸の位置は図５を参照。A―Bは断面の位置。
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図９ 首里丘陵北麓の古井戸
１．石灰岩堤 ２．段丘崖 ３．一般丘陵斜面 ４．河川および橋
図内の細線は等高線（単位：）。
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規則性がない。かつては緩傾斜地であったが，第二次世界大戦時に付近一
帯は大規模な艦砲射撃を受け，地形は大きく変わったと伝えられる。この
ことから，戦後の復興の際，住宅地や耕作地を得るため，現在のような段
丘状の地形になったとも考えられる。
付近の地質は主として未固結の泥岩層（豊見城層）で，上位を層厚数
の琉球石灰岩が覆っている（沖縄県，１９９４：氏家ほか，２００６）。そのため，
平坦面（段丘面）を侵食する谷の壁面や谷頭部では，両地層の不整合面か
ら各所で地下水が湧出している。
たからぐちひーじゃー
１．宝口 樋川
（１） 所在地
那覇市首里儀保町四丁目８０番地
（２） 井戸付近の地形と地質
ま か び が わ
樋川が面する真嘉比川の源流は，首里城が位置する石灰岩堤と崎山石灰
さきやまひーじゃー
岩堤の間の平坦地にある。崎山樋川などからの流水を集めて流れ下り，
首里丘陵を大きく迂回するような状態で北西から西方へ向かい，さらに南
あさとがわ たからぐちひーじゃー
西方へ向かって松川で安里川に合流する。宝口 樋川は真嘉比川が北西か
ら西方へ向きを変える途中で，流路の右岸（北岸）に位置している。全体
的に見ると，付近は標高７０～８０の段丘面で，真嘉比川は段丘崖を下刻す
る遷急点付近に当たっている。
宝口樋川の近くでは，真嘉比川に沿って河床から５前後で，樋川とほ
ぼ同じ高さに，下位の砂岩と上位の琉球石灰岩の不整合が見えることから，
樋川から流れ出る地下水は，不整合面から湧出していると考えられる。
（３） 井戸の形態
真嘉比川が作る段丘崖の中腹に位置する宝口樋川は，段丘崖に沿って細
長く，延長約１０，幅約４の，狭長な平面形である（図１０）。段丘面か
う が ん
らの小路は坂道で，大通りから樋川へ向かう小路の入口には拝所が置かれ，
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また往来する人々の安全を確保するため，小路と真嘉比川との間には築堤
が設けられている。小路は途中からは階段になり，階段の数は七段で，そ
の下位は踊場となっている。
宝口樋川は，段丘崖の中腹から湧出する地下水を，樋川を通って落す構
造である（図１０）。湧出口は２か所あるが，階段の脇にある方は破損して
図１０ 宝口樋川の形態
井戸の位置は図９を参照。A―Bは断面の位置。
石
畳
真
嘉
比
川
Ａ Ｂ
１０
５
０
Ａ
Ｂ
比
高

洗い場
真
嘉
比
川
階
段
ＮＮ
０ ５
82
いる。合方積みの石垣で覆われている段丘崖から突出している樋川は，幅
約３０，長さ約２５で，地下水の湧出口から数上位には，香炉が設けら
れている。樋川と踊場との比高は約１で，樋川から約０．９５下には，幅
約０．４，奥行き０．６，深さ０．２の主貯水槽があり，そこから合方積み
の石垣である段丘崖に沿って下流の方向へ，幅約０．２の流水溝が延び，
その先には七つの副貯水槽が並んでいる。これらの貯水槽の前はコンクリ
ート張りで，細長い平面形の洗い場となっている。飲料水用と洗濯用水に
分けたのは，昭和初期だと云う（当間，１９８１）。
副貯水槽がある洗い場の西端には幅約０．５，深さ数の仕切り溝があ
り，その西側は石畳が敷かれている。石畳の一部からは真嘉比川の河床へ
降りる，幅約０．７の石段が設けられている。真嘉比川を流れる現在の流
水は悪臭を漂わせているが，かつては流水で野菜を洗い，あるいは洗濯な
どをしたことであろう。
（４） その他
たからぐちひーじゃー の ひ も ん
立派な合方積みの石垣で覆われた段丘崖下には，「宝口樋川之樋文」の
複製が立てられている。それによると，この樋川は嘉賀１２（１８０７）年に，
とうのくらむら みやぐすくちく ど う ん べーちん
当 蔵村の宮城筑登之親雲上が中心となり，２４名が資金を出し合って，湧
泉に樋を設け，段丘崖を切り開いて道路を建設した。樋川が竣工すると，
人々はその水を賞味し，様々に活用したと云う。また王朝時代には，樋川
から湧き出る豊富な地下水，あるいは付近の地下水を利用して紙漉業が盛
んであった。大正時代には衰退したというが，それでも５０戸内外が紙漉業
を行っていたと云う（上江洲，１９８１）。上述した踊場一帯の設備は，昭和
初期に整備されたと記録されている。
那覇市教育委員会（１９８６）によると，１９８５年に調査が行われた頃，日湧
水量は１０８．３３あったと云う。
井戸の入口には説明板が立てられ，下記の文章が書かれている。
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たから ぐち ひー じゃー
宝 口 樋 川
市指定史跡 指定 １９７６（昭和５１）年９月２８日
宝口樋川は，真嘉比川沿いの急な崖下に設けられています。
そのため，背後は沖縄独特のあいかた積みと呼ばれる石積みで，
極めて頑丈につくられています。樋の前は，石畳になっていま
す。現在あるコンクリートの水槽は，飲料用と洗濯用に水を分
けたもので，昭和初期につくられました。もとは入口にあった
「宝樋」碑によると，１８０７年，この樋川をひいたのは当蔵村の
平民たちで，その功績によって階位を賜り，その後１８４２年に大
修理を加えた赤田村の平民宮城は，士分に取り立てられました。
かつてはジブガーフィージャーと呼ばれ，昔から豊かな水に
恵まれ，干ばつにもかれることのない重宝な樋川でした。近年
は樋川の背後が開発され，一時期より水量が落ちていますが，
市内でも指折りの湧水をほこっていることに変わりはありませ
ん。
那覇市教育委員会
とうばる さ し か さうーかー
２．桃原の佐司笠御井
（１） 所在地
那覇市首里桃原町十五丁目３番地
（２） 井戸付近の地形と地質
さ し か さうーかー
付近は七段ある段丘面のうち標高８２～８５面で，佐司笠御井は北方へ穏
やかに傾斜する段丘面の，ほぼ中央に位置する。背後には比高１に満た
ない段丘崖が延びており，井戸はどこにでもあるような緩傾斜地を掘り込
んで設けられている。
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（３） 井戸の形態
あいかたづ
井戸は，すべて切石を用いた，立派な合方積みの石垣で造られている。
平面形はシャモジ状で，地表面と踊場を往来する通路は，握り手の部分に
当たる位置に設けられた石段になっている（図１１）。幅約２．３，延長約７
の広さで，階段は全体で十八段である。踊場は階段の入口から約４低
く，直径は約４．８である。階段や踊場は，壁面が崩落しないよう，合方
積みの，三段の石垣となっている。
踊場の奥部には，幅約７０，高さ約１の横穴があり，その約１奥部
は，直径約１．８の空間となっている。地下水は空間部の基底にあるスキ
間から湧き出し，床に作られた凹地に溜まった後，樋を通って踊場の一部
に設けられた貯水槽に流入している。
図１１ 佐司笠御井の形態
井戸の位置は図９を参照。A―B，C―Dは断面の位置。
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（４） その他
井戸が位置している松山御殿は，かつては第３代琉球国王である尚真王
さ し か さあん じ
の王女であった，佐司笠按司の御殿であったと云う。そのため，佐司笠御
ろ せ ん
井は「鷲泉」とも称される。福島（１９８７）は１４４７年から１５２６年までの間に
設けられたと推定しているが，『球陽』巻３の尚真王４８（１５１３）年の項に，
あ じ が な し
「佐司笠按司加那志，始めて清泉を掘る」とあることから，１５１３年に，付
近では最初に設けられたと考えられる。
ゆ が ふう う か ぐぁー
庭園内には佐司笠御井から約１０離れた位置にも，世果報御井小と称
うーかー んかしい み ち
される小規模な御井があり，地表面と井戸を往来する小路は昔石道と称
されている。
入口には説明板が立てられ，下記の文章が書かれている。
さ し かさ ふぃー じゃー
佐 司 笠 樋 川
さ し か さ
当邸は第三代琉球王朝・尚真王（１４７７～１５２６）の王女・佐司笠
あん じ
按司の御殿として築造されました。その頃，当所にアコウの大
樹があり，いつも多くの白鷲が舞っていました。それを見た按
司は「水鳥の来るこの場所にはきっと清泉があるに違いない」
と掘ったところ，果たして清泉が湧き出し「佐司笠樋川」と呼
ばれるようになりました。古来，水が尊ばれる沖縄で，この樋
川は神格化され，今も各地から参拝者が絶えません。
おおなか あだにがー
３．大中の安谷川
（１） 所在地
おおなか
那覇市首里大中町一丁目６１番地
ひーじゃー
この樋川は，佐司笠樋川から東方へ，直線で約１６０離れた窪地に位置
している（図９）。周辺の地形は大きく改変されているが，樋川はかつて
の小沢の谷頭付近に設けられていると考えられる。
86
井戸は，首里城と浦添城を結ぶ表通りから，延長約１２，幅１．７から
１．９，比高約３．６の階段を下った踊場の前に位置し，かつては，首里へ
し ゅ り お お あ む
向かう人馬の休息地であったと伝えられる。近くには，高位の首里大阿母
し ら れ やすたにがーたき
志良礼と言われるノロ（神女）が祭祀を司ったと伝えられる，安谷川嶽が
位置している。
（２） 井戸の形態
踊場は幅約２．８，奥行き約６の広さで，向かって左手側には貯水槽
があり，コンクリート製の屋根に覆われている（図１２）。井戸の主体であ
る貯水槽は，幅約３．２，奥行き約１．２の広さで，踊場との間にはコンク
リート製の仕切りが設けられ，踊場の床面からの深さは約７７である。屋
根の背後には石垣が築かれ，貯水槽の底からの比高は約５．３，屋根から
の比高は約２．６である。貯水槽の脇には，御香炉を載せる石台が置かれ，
図１２ 大中の安谷川の形態
井戸の位置は図９を参照。A―Bは断面の位置。
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新しい御供え物が奉されていることから，現在でも水神信仰が行われてい
ることが分かる。一方の，右手側は直線で，こちらも比高約２．３の合方
積みの石垣で，石垣の上には家屋が建てられている。
あだにがー
このように，安谷川と称される井戸は，貯水槽を中心として，両側は船
底状の窪地で，左右は合方積みの石垣となっており，石垣の上には家屋が
建てられている。このような状態から，石垣が築かれる以前，付近は安谷
川と称される浅皿状の谷地形があり，底には小川が流れていたのを堰き止
め，井戸として利用されていたと推定される。その後，井戸の邪魔になら
ないような状態で，上流側に合方積みの石垣が築かれ，さらに下流側にも
合方積みの石垣が築かれ，現在の状態になったのであろう。
（３） その他
井戸の入口には説明板が立てられ，下記の文章が書かれている。
安 谷 川
那覇市文化財指定史跡 指定 昭和５３年１１月１４日
川は井戸の意，地域の共同井戸であった。この井戸に東接す
る坂道一帯の地域も「安谷川」とよぶ。
〈安谷川〉の所見は１５世紀中ころ古謡「屋良くわいにや」に
出ている。坂道は浦添え方面から首里城に至る古くから発達し
た要路で，この道を通ってきた地方の人々もこの井戸で手足を
洗い，身だしなみを整えた。井戸口は長方形で大きく造られ，
井戸端も広く，多くの人の水汲みに便利である。石積みも沖縄
独特の〈あいかた積み〉で精巧に美しく積まれている。くぼ地
に掘られた井戸であるが排水もよく考慮され北隅に長い四角の
大きな暗渠がつくられ，北接地の地下２～３の深さをくぐ
り，約５０離れた河川に排水している。
那覇市教育委員会
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．首里丘陵南麓の古井戸
首里城が位置する丘陵地の稜線付近には，琉球石灰岩が分布しているが，
安里川に面する南側斜面は，半固結の主として泥岩やシルト岩からなる，
豊見城層の分布範囲である。斜面の各地に小規模な湧水が分布し，いくつ
かは合方積みの井戸となっている。
まつがわひーじゃー
１．松川樋川
（１） 所在地
那覇市字松川
（２） 井戸付近の地形と地質
首里城が位置する丘陵地の山頂から西方へ延びる稜線付近で，尾根の南
側斜面に位置する（図１３）。稜線付近は比較的穏やかな斜面であるが，そ
の下位には比高１２～１４の急斜面となっており，樋川は遷急点の下部で，
標高は約３６である。付近の状態から，湧水は主として泥岩からなる豊見
城層内から湧出する地下水と考えられる。
（３） 井戸の形態
平面形は鍵穴状である。入口から２段の階段を下った所に広がる踊場は，
ぬ の づ と う ふ づ
幅約１．２～２，延長約３．５と細長く，両側は立派な布積み（豆腐積みと
も言う）の石垣となっている（図１４）。貯水槽は半円形で，間口約１．９，
奥行き約１．５，深さ約０．３の規模である。奥部は二段の張り出しとなっ
ており，地下水は下位の張り出しから湧出し，樋から落ちているが，水量
が多い時には貯水槽から約１．５高い上段の樋口から，地下水が音を立て
て落ちる。貯水槽の両側には，それぞれ香炉が置かれている。
（４） その他
踊場や張り出しなどの構造は，実用的ではなく装飾的であることから，
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む ら が ー
この樋川は地域住民が生活用水を汲んで利用した村井戸ではなく，御殿な
どの庭園の水場として設けられたと考えられる。上段の樋口から音を立て
て落ちる湧水は，滝が少ない那覇では，珍しい風景であったことであろう。
さむかわ すんがーひーじゃー
２．寒川の寒川樋川
（１） 所在地
那覇市首里寒川町一丁目５４・５５番地
（２） 井戸付近の地形と地質
ひーじゃー
この樋川は，首里城の南側斜面に位置し，城からは直線で約２００離れ
図１３ 松川樋川付近の地形
１．中位段丘面 ２．下位段丘面 ３．段丘崖 ４．建物
図内の細線は等高線（単位：）。
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すんがーひーじゃー
た位置にある。付近の地形は数段の段丘で，寒川樋川は標高６０～８０面
の，段丘崖の中腹に源を発する小沢の谷頭に設けられている（図１５）。地
質は未固結の泥岩層（豊見城層）である。
那覇市教育委員会（１９８６）によると，１９８５年に調査が行われた頃，日湧
水量は４０．２３あったと云う。
（３） 井戸の形態
段丘崖の中腹に設けられているため，前面は湾曲した合方積みの立派な
石垣である（図１６）。三段からなる石垣の比高は約５．２，地下水は最下段
に設けられた樋口から湧き出ている。貯水槽は幅約３．５，奥行き約１．７
で，石垣の下は両翼とも隅丸型になっており，湛水深は数である。底に
は丸石が敷き詰められているが，溜まっている水が清浄であることを暗示
図１４ 松川樋川の構造
井戸の位置は図１３を参照。A―Bは断面の位置。
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しているのであろう。向かって右端には，貴重な湧水の恵に感謝するため
う がん
の拝所が設けられている。踊場はコンクリート張りで，幅約４．５，奥行
き約３．５の広さとなっている。道路が位置する段丘面から踊場へは，幅
約１．５の階段が設けられている。
（４） その他
設置された時代などについての資料はないが，井戸の規模から，古くか
むら が ー
ら住民たちにとっては貴重な村井戸であったと推定される。井戸の入口に
は説明板が立てられ，下記の文章が書かれている。
図１５ 寒川樋川付近の地形
１．中位段丘面 ２．高位段丘面 ３．段丘崖 ４．沖積低地
図内の細線は等高線（単位：）。
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寒 川 樋 川
寒水川とは清水の湧く井泉の意味で，樋川とは湧き水をかけ
た樋で引いた井泉の形式をいう。ここの地名寒水川（旧寒水川
村）はこの井泉にちなんでつけられたといい，首里でも古い町
のひとつである。井泉の樋から落ちる水は飲に，下の水そうに
図１６ 寒川樋川の形態
井戸の位置は図１５を参照。A―Bは断面の位置。
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ためた水は台所用に，さらに水路によって下方に導き大きな水
そうにためた水は洗濯その他の用水とし，あまって流れ出る水
は田畑にそそいでいる規模の大きい井泉である。水質水量とも
にすぐれ，戦前放送局（NHK）が放送の水として利用した。
井泉の上方は□□□，□□と井泉の広場は石畳となっており，
井泉の石。
水を大切にする古い地域の風俗が良く残されている。
指定 昭和５４年７月３日 那覇市教育委員会
かなぐしくうふひーじゃー
３．金城大樋川
（１） 所在地
那覇市首里金城町二丁目８番地
（２） 井戸付近の地形と地質
首里城が位置する丘陵地の南側斜面で，標高５５付近に位置する（図１７）。
ひーじゃーうちかなぐしくう た き
東方へ約６０離れた標高約７０にある樋川内金城御嶽付近には，比高１０
以上の琉球石灰岩層が露出し，その下位には豊見城層のシルト層である
うふひーじゃー
ことから，この大樋川は島尻層群内の地下水が湧き出ていると考えられる。
（３） 井戸の形態
貯水槽を三方から取り囲むような平面形で，合方積みの石垣は三段で，
床面は幅約５．５，奥行き約１２の広さである（図１８）。中央の貯水槽は半
円形で，間口の幅は約４，奥行き約２．３，深さ約０．４の規模である。
底には直径数の玉石が敷き詰められており，水が常に清浄であることを
願って敷き詰められていると云う。貯水槽に注ぎ込む湧水は，約１．２離
れた二本の樋から流れ込み，樋の間には湧水の恵を誇示するような状態で
香炉が置かれている。香炉へは，両側から往来が出来るよう，通路が設け
られている。
踊場は幅約４，奥行き約３．６の広さで，石畳となっている。石畳の
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中央からは南側の道路へ向かって，幅０．９～１．２の排水路が延び，排水路
の両側は道路へ向う石畳の通路である。踊場と排水路の接合点付近からも，
地下水が湧き出ている。ここは，洗濯など物を洗う水場として利用された
のであろう。この樋川においても，付近の開発によって近年，湧水量が減
少したと言われるので，往時は，二本の樋を中心に，踊場の各所から地下
水が豊富に湧出していたと推定される。
図１７ 金城樋川周辺の地形
１．一般丘陵斜面 ２．中位段丘面 ３．段丘崖 ４．急崖および露岩
図内の細線は等高線（単位：）。
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図１８ 金城樋川の形態
井戸の位置は図１７を参照。A―Bは断面の位置。
Ｎ
Ｂ
香炉
貯
水
槽
洗 い 場
水
路 排
水
路
金
城
村
屋
の敷
地道
路
Ａ
８
４
０
Ａ Ｂ
比
高
 道
路
香
炉
洗 い 場
０ ５ １０
96
（３） その他
うふひーじゃー
付近一帯では，古くから集落が成立していたと伝えられるため，大樋川
むら が ー
は村井戸であったと考えられる。成立した時代などの詳細については不明
うちかなぐしくう た き
であるが，近くにある内金城御嶽の史料として，『球陽』の尚質１３（１６６０）
年の記事によると，「それまで大嶽には拝殿がなかったので，邑人が公儀
の許しを得て，拝殿を創設した。」とある。また尚泰王１６（１８６３）年の項
う た き
には，修理をしたとの記録がある。大樋川と御嶽の間にあって，北東―南
西方向に延びる「首里金城町石畳道」と称される坂道は，かつては首里城
と島尻地方を結ぶ幹線道路であった。大樋川は湧出量に恵まれていたため，
王朝時代は国王一行の休息地になっていたと云う。また，一帯では，王府
の厳重な管理・統制による御用酒造りも行われていたようである。さらに，
お お みたけひょうぶ
尚貞１８（１６８６）年頃，大見武憑武がこの大樋川の水を使って，琉球では初
めて紙を漉いたと伝えられる（上江洲，１９８１）。すぐ近くには，古い琉球
かなぐしくむらやー
家屋の「金城村屋」が再現されている。
このように，村井戸として古くから地域の人々と深く関わっていること
から，那覇市の文化財に指定されている。
井戸の入口には説明板が立てられ，下記の文章が書かれている。
金 城 大 樋 川
市指定史跡 昭和５２年４月８日
金城大樋川は金城村の共同井戸で，急な崖の下から２つのか
け樋で地下水を導き出しています。その前には約１０２ほどの
石積みを敷き，半月型の貯水池を設けています。さらにその前
には，石敷きの広場がつくられ，南側には排水溝があります。
樋川の周囲の三方は土留めの石積みがなされ，特に背後は４段
にわけてがっちりと積まれています。
東側の集会場のところは，かつてフィージャーモーと呼ばれ
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た広場で，坂道を上下する人馬が樋川の水で喉を潤し，一息入
れた場所でした。また広場から石畳道をはさんだ東側は，薩摩
おお み たけちく ど う ん べーちん
に学び沖縄で最初に和紙をすいた大見武筑登之親雲上の屋敷跡
で，１７世紀の末ごろの樋川の水で，和紙がつくられたようです。
那覇市教育委員会
さきやまひーじゃー
４．崎山樋川
（１） 所在地
那覇市首里崎川町一丁目
（２） 井戸付近の地形と地質
首里城公園の南東方には，標高１１０前後の上位段丘面が広がり，南縁
には段丘面より１０～１５高い石灰岩堤が分布している（図１９）。石灰岩堤
は延長約５００，最大幅約１５０の大きさで，首里城跡が位置する石灰岩堤
とほぼ同じ規模である。石灰岩堤は保水性が良いため，大雨の後は各所で
さきやまひーじゃー が ー
湧水が見られ，この崎山樋川は湧水地の一つを，人工的に加工した井戸
である。
（３） 井戸の形態
石灰岩堤の下に位置する井戸は半地下式で，貯水槽の平面形は一辺が約
１．５の正方形で，深さも約１．５である（図２０）。手前の踊場も一辺が約
１．５の広さで，踊場は地表面から約１．１低く，その間は七段の石段とな
っている。貯水槽へは，石灰岩堤の下位で湧出した地下水が流れ込みやす
くするため，幅約０．５，高さ約１，奥行き２以上の横穴が穿たれて
いる。
（４） その他
石灰岩堤の上には崎山御嶽が祀られ，高級ノロ（神女）の一人であった
し ゅ りおお あ む し ら れ
首里大阿母志良礼が参拝したと云う。伝えられるところによりと，「良い
方向（恵方）が巳（南東）に当たる年には，元旦に国王へ献上する若水が
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汲まれた，」と伝えられる。
樋川から西方へ７０～８０離れた位置には崎山遺跡がある。遺跡からは，
本土の縄文時代に当たる時代の遺物が出土していることから，石灰岩堤の
周囲で，湧水がある場所では，数千年前から人類が居住していたのであろ
さきやまひーじゃー
う。湧水地の一つが人工的に加工され，崎山樋川となったと考えられる。
図１９ 崎山樋川付近の地形
１．石灰岩堤 ２．上位段丘面 ３．中位段丘面 ４．段丘崖 ５．一般丘陵
斜面 ６．急崖および露岩 図内の細線は等高線（単位：）。
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しきな え ん いくとくかー
５．識名園内の育徳泉
（１） 所在地
ま あ じ
那覇市首里真地
識名園は東西約１５０，南北約１００，総面積約４．２haの広さで，かつて
は琉球王家の最大の別邸であると同時に，中国からの使者である冊封使を
ぼくおう
接待する施設でもあったと云う。造園は第二氏第１４代目・尚穆王統治の嘉
慶３（１７９８）年４月１２日に着工され，同年１２月２０日に竣工している。
庭園内の造園形式は，池の周りを散策しながら，四季の情景や風景の移
り変わりを楽しむ廻遊式庭園で，その中に，石造橋や建造物を配置する中
国的様式を取り入れた和漢折衷様式である（図２１）。心字池と称される広
い池を中心に，周辺にはいくつかの小丘を築き，また池畔で，水面を挟ん
図２０ 崎山樋川の形態
井戸の位置は図１９を参照。A―Bは断面の位置。
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だ小島には六角堂を置き，池畔と小島は中国様式の小さな石橋で結ばれて
う どん
いる。六角堂が良く見える対岸には御殿が建てられている。また池のほぼ
中央にも小島（浮島）が置かれ，両岸とは中国様式の石橋で結ばれている。
御殿から南西方へ幾分離れた位置に，心字池の水源にもなっている育徳
泉がある。
（２） 井戸付近の地形と地質
あさとがわ
識名園は安里川の南側で，標高７０～８０前後の識名丘陵の南部に位置し，
図２１ 織名前園付近の地形
１．石灰岩堤 ２．段丘崖 ３．心字池 ４．一般丘陵斜面
図内の細線は等高線（単位：）。
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標高は７６前後である（図１）。丘頂部はなだらかな起伏であるが，南側
は急斜面で，地質の大部分は泥層やシルト層からなる豊見城層であるが，
丘頂部には琉球石灰岩がキャップロック状に分布している（図２１）。
（３） 井戸の形態
育徳泉は心字池の水源となっており，平面形は踊場を中心に，曲線美が
美しい合方積みの石垣を配置した構成になっている（図２２）。通路から約
０．７低い踊場は，幅約２．４，奥行き約３の広さで，その奥部は，奥行
き約２，深さ約１．３の半円形をした貯水槽となっており，その一部か
ら地下水が湧出している。向かって左側にも幅約１．５，奥行き約１の
貯水槽があり，石板状の覆屋根で覆われている。
貯水槽の背後には，二基の石碑が並んで立てられている。向かって右側
りん ぶんかい
の碑は，嘉慶５（１８００）年に来琉した册封正使の趙 文楷が題した「育徳
りん こうねん かん
泉碑」，左側のそれは道光１８（１８３８）年に册封正使の林 鴻年が題した「甘
れいえんれい ひ
醴延齢碑」である。それらの前には香炉が置かれている。
心字池は南側の急傾斜地とは，池の水面から比高１～２の堤防で隔て
られ，排水溝である滝口は育徳泉の対岸に位置している。
（４） その他
識名園は廻遊式庭園であるため，育徳泉の曲線美が美しい合方積みの石
垣や石碑の配置，あるいは遊歩道の石垣などは，効率性や機能性はほとん
ど持っていない。石造構造物そのものの美しさを褒め称えるための構造で，
散策しながら見ているだけで，心が和むようになっている。
昭和１２（１９３７）年に国の名勝に指定されたが，戦争で壊滅的に破壊され
た。昭和５０（１９７５）年から復旧工事が行われ，翌年には再び名勝に指定さ
れ，平成１２（２０００）年３月，首里城などと共に世界遺産に登録された。
井戸の入口には説明板が立てられ，下記の文章が書かれている。
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図２２ 育徳泉の形態
井戸の位置は図２１を参照。A―Bは断面の位置。
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育 徳 泉
育徳泉は清冽な水をたたえ，池の水源の一つにもなっていま
す。琉球石灰岩を沖縄独特の「あいかた積み」にして，巧みな
曲線が優しい美しさを感じさせます。また井戸口は右手にもあ
ります。井戸口の上には，泉をたたえた２つの樋が立てられて
います。向って右は１８００（嘉慶５）年，尚育王の册封正使林鴻
年が題した「甘醴齢碑」です。もとの碑は，戦災を受けて下部
が破損したため，１９８０（昭和５５）年に拓本をもとにして復元し
たものです。
まとめに代えて
長い間，慢性的な生活用水不足に悩まされていた住民たちの要求に対応
するため，沖縄県を中心に各市町村では，水資源の確保に努力を重ねた。
沖縄県全体での上水道普及率は，本土復帰前の昭和３６（１９６１）年度には約
５５．５％であったが，以降，普及率は急激に上昇し，昭和４８（１９７３）年度に
は９０％を超え，昭和６２（１９８７）年度には９９％を超え，平成１５（２００３）年度
には１００％に達した（図２３）。２００９年度の給水量は約１．５億３で，その中の
約６３％は河川を堰き止めて水源としている（沖縄県福祉保健部薬務衛生
課，２０１２）。
が ー
上水道の普及に反比例するかのように，住民の井戸に対する関心は次第
に低下していった。水道の蛇口のコックを回すと，自動的に蛇口から浄化
された新鮮な水が出てくる生活に慣れるにつれ，清浄な生活用水に感謝す
る意識が薄らいでいった。安全な上水を得るための苦労を記憶している住
民が多い地区では，現在でも井戸の周囲の清掃を行い，遥拝の行事を行っ
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ているが，記憶が薄らいだ地区では放置され，ごみなどが散乱している井
戸もある。那覇市教育委員会は井戸が地域住民の生活に密接に関係してい
たことを理由に，井戸が放棄され始められるようになった昭和５０年代に，
む ら が ー
いくつかの村井戸を市の文化財に指定し，１９８５年には悉皆調査を行った（那
覇市教育委員会，１９８６）。
本報告では，首里城内と周辺地域の，かつて住民の生活を支えた古井戸
を中心に，琉球石灰岩を用いた合方積みの石垣で囲まれた井戸の，形態や
歴史などについて記載した。
なお，井戸や水に関する民俗的なことについては，小川（１９７１・１９８７），
大井（１９７３），仲松（１９７５・１９７８・１９９０），古家（１９９４）などに詳しい。
図２３ 沖縄県における上水道普及率と給水人口
（沖縄県福祉保険部薬務衛生課の資料より作成）
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注
１）「あいかた積み」の表記については，「相方積み」と記載した論文もある。しかし
ながら，「あいかた積み」による切石の組み方は，両方の石材を接する部分の凹凸に
合わせ，あるいは隙間の角度や長短に合わせて巧みに加工し，隙間が無いように組
み合わせている。「合わせ」について，岩波書店の『広辞苑』（第２版）によると，「あ
わせ」とは，“二つ，またはそれ以上のものを，いっしょにすること。合わせるこ
と。”とあり，“相わせ”は無い。三省堂の『大辞林』には，「合わせ」の項に“あわ
せること，二つ以上のものを一つのすること”とあり，やはり“相わせ”は無い。
さらに，田淵実夫の『石垣』の「アワセ」（合せ）の項に“石工の間でいう鮭の隠語。
サケが「裂け」にきこえるところから「合せ」と言った”とあり，やはり“相”の
文字は使われていない。
さらに，角川書店の『増補字源』によると，「合」には“あふ，あはす（會）あつ
まる（集・聚）つれそふ，配する，あひて（配耦）おなじ（同）たぐひ‥‥”とあ
り，「相」には“あひ，あひたがひに（交互）あふ，まじはる（交）したぢ‥‥”と
ある。井戸の周囲に設けられた石材を巧みに組み合わせた「あいかた積み」の表記
は「合方積み」と表記する方が適切と考える。
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